
　　　　

2026 年 4 月 1 日

9 時 0 分から 12 時 0 分まで なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・障害問わず、年齢問わず療育を提供し、生涯発達保障にむけて支援する。
・どんなに障害が重くても、地域生活をその人らしく豊かに送ることができるよう支援する。

事業所名 居宅訪問型児童発達支援 きらめきの里 作成日支援プログラム

・感覚（視覚・聴覚・触覚等）から多くの刺激を感じられる活動を提供し、形や形状、色や音、大きさや重さなど、様々な概念が形成されるよう支援します。

・発話だけに限定されないその子らしいコミュニケーション能力の向上を目指します。
・思いやねがいが伝わる経験を通し、伝えようとする気持ちを育みます。

・様々な環境や活動に応じられる力を育みます。
・家族以外の人に対する安心感や信頼感が育まれるよう、思いやねがいが伝わる経験の積み重ねを目指します。

支援方針
・「こども」らしく「あそび」を楽しむことができるよう支援します。
・安心できる環境の中で様々な経験を積み重ねられるよう、ご本人の状態やご家族の状況に合わせて支援します。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・誕生会　・修了式　・卒園式
・季節のイベント（こどもの日・おまつりごっこ・クリスマス・新年会・節分・ひなまつりなど）

家族支援
・親子あそびを通してご家族の関わり方の幅がひろがるよう支援します。
・さらなる愛着が形成されるよう支援します。

移行支援
・本人の状態やご家族の状況をふまえて、安心してすすめられるよう
　通所支援事業への移行を支えます。

地域支援・地域連携
・地域支援マネジメント事業の受託
・札幌市児童発達支援研修会の企画、運営

職員の質の向上

・事業所内研修、課内研修の実施
・法人における全体研修(実践発表・コンプライアンス・接遇・ひや
　りインシアクシ報告等）や法定研修(虐待防止及び身体拘束の適正
　化・感染症対対策・BCP他）への参加
・外部研修の参加

支　援　内　容

・生活リズムや発作の状況、健康状態など、平常時の状態の把握に努めます。

・安定した姿勢保持や上下肢の介助に努めます。
・優位とする感覚（視覚・聴覚・触覚等）が活用できるような活動の提供に努めます。
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